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THE SERVICE CLUB OF YMCA 

THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S 

CLUB 

THE Y’S MEN’S CLUB OF SAPPORO 

CHATERED IN 

NOVEMBER 21,1955 

c/o YMCA 
MINAMI 11 NISHI 11 
CUO-KU SAPPORO 
〒064-0811 
011(561)5217 

― 主 題 ― 

國際会長      

アジア会長     

東日本区理事  

北海道部部長    

札幌クラブ会長  

 

札幌クラブ役員 

会 長  宮崎 善昭 

書 記  中田 千鶴 

会 計  秋葉 聡志 

直前会長 伏木 康 

 

Wichian Boonmaporjorn(タイ) 

Edward K. Ong（シンガポール） 

渡辺 隆 （甲府） 

伏木 康 （札幌） 

宮崎 善昭（札幌） 

 

LT (Leadership Training) リーダーシップトレーニング 

 

２０１6年４月 

２０１６年２月例会     在籍会員 １1名   例会出席 9名   メネット 0名    メーキアップ 0名 

出席報告     ゲスト 1名    ビジター 0名    出席者合計 10名     出席率  82％ 

 

 

 今月の聖句 

「信念のあるミッション」 

「愛を持って奉仕しよう」 

「原点に立って、未来へステップ」 

「地元愛」 

「YMCA と共に」 

 

 

 

 あなた方は地や空の現象を見分けることを知りながら、どうして今のこの時代を見分

けることができないのですか。 エペソ人への手紙 4 章 25～２７節 （川上由美子選） 

  

巻頭言   劇団四季から学ぶ      札幌ワイズメンズクラブ 中田 靖泰  

 

 

 

 
 

 昨年 11 月の札幌クラブの例会に「劇団四季」をお招

きしました。いろいろ心に残る卓話を頂きましたが、

卓話以外にもいろいろ学ぶことがありました。 

 まず第一に、卓話に対する姿勢でした。１時間の卓

話のために何回も打ち合わせに来られました。例会場

の北海道 YMCA の教室にまで足を運んで会場の確認、

座席の配置、プロジェクター、スクリーンの位置、時

間配分まで事細かに確認されました。毎日、何百人を

集める公演をしている劇団四季がたかだか 20 名足ら

ずのワイズの卓話のためにそこまでやるのかと思いま

したが、何千名であろうと、何十名であろうと劇団四

季は常に全力投球なのだということでした。 

 思い返すと、私が劇団四季を最初に見たのは 50 年ほ

ど前、東京の新宿西口のテント劇場での CATS でした。

当時は、まだ慶応と東大の演劇好きの学生がやってい

るアマチュアっぽい劇団という感じでした。その後あ

れよあれよという間に巨大化、商業化して私の四季に

対する関心は薄れていったのですが、今回「四季」の

方々に直接お会いして、あの 50 年前の学生劇団の理想

主義が残っているのを知って嬉しく思いました。 

 稽古場には「慣れ、だれ、崩れ、去れ」の四文字が

掲げられているそうです。卓話には、営業部長のほか

俳優 2 名が来て下さることになっていました。ところ

がその名前は当日まで知らせてもらえませんでした。

「それ程勿体ぶることもないだろう」とか「当日ひま

なのを連れてくるつもりなのだろう」とか失礼なこと

を思っていましたが、後で聞いてみたところ、いつ配

役が代わるかもしれないので、名前は出せないのだと 

聞いて納得しました。そのため、全員が 2 役か 3 役い

つでも務められるようにセリフも演技も全部覚えてい

つでも代われる体制を整えているとのことです。また朝

の稽古にはどんなベテランになっても全員が参加する

と聞いて、いい意味でのアマチュアリズムの息吹を感じ

ました。  

劇団四季では入団したばかりの劇団員に意図的にち

らし配りをさせ 

ることがあるそ 

うです。その時、 

「俺は役者にな 

りたくて入団し 

たんだ。その俺 

にちらし配りを 

させるなんて・ 

・」とふてくさ 

れた態度でやるグループと、「これは発声練習なんだ」、

「観客とコミュニケイションをとるいい機会だ」と嬉し

そうにやるグループに分かれるそうです。前者はいずれ

退団し、後者はやがてひとかどの役者になるそうです。

どんなつまらぬ役や仕事を与えられても、そこに意味を

見出し、全力を尽くす者だけが役者として生き残れると

いうことでした。どの業界でも同じだと思います。劇団

のある幹部俳優はバスに乗って空席があっても絶対に

座らなかったそうです。「バランス感覚の練習だ」と言

ってつま先立ちしていたそうです。 

楽しんだだけでなく、多くを学び考えさせられた「劇

団四季」の卓話でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌ワイズメンズクラブ 2016 年 3 月 p.2 

 

 

日時：2016 年.4 月 19 日（火） 18:30～20:30 

会場：クラッセホテル札幌 2F 会議室 

    札幌市中央区南 1 条西 7 丁目 1-2 

             Tel. 011-281-3800 

会費：1,200 円 

プログラム 

18:30 食事 

19:00              司会 秋葉 聡志              

① 開会点鐘      札幌クラブ会長 宮崎 善昭 

② ワイズソング、ワイズの信条    全員 

③ 聖句               川上由美子 

④ 会長あいさつ        会長 宮崎 善昭 

⑤ 誕生日・結婚記念日  なし 

 

⑦ 卓話「インドの緑の父・杉山龍丸」     
 

札幌ワイズメンズクラブ 中田 靖泰 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
⑧ 諸報告 

⑨ YMCA 報告   YMCA 担当主事 佐藤 雅一 

⑨ 今月の歌 

 

  さくら  

さくら 
 

⑩ 閉会点鐘 

          会長 宮崎 善昭 

 
 

 

 

何故この聖句を   
               

Y サ・ASF 川上 由美子 
 
「あなた方は、西に雲が起こるのを見るとすぐに、『にわ

か雨が来るぞ。』と言い、事実そのとおりになります。また

南風が噴きだすと，『暑い日になるぞ。』と言い、事実その

通りになります。」という文言がこの聖句の前に置かれてい

ます。「時代を見分ける」までは望みませんが、せめて「に

わか雨」に降られてずぶ濡れにならなって泣かないように

いつも雲や風に気を付けている生活を送りたいと願ってい

ます。 

札幌クラブ２０１６年３月例会 
日 時：2016 年 3 月 15 日（火）16:30～18:00 

場 所：クラッセホテル札幌２Ｆ会議室 

参加者：秋葉、佐藤、柴田、中田千、中田靖、 

伏木、安田、宮崎、柳沼 

 ゲスト：鍛治あかり 

 北海道 YMCA の「さんかく」担当スタッフ鍛冶

あかりさんをお招きして「さんかく」について学

びました。北海道 YMCA は早くから「プライムク

ラス」を立ち上げ、不登校・LD 支援においては先

駆的な働きをしていることは知っていましたが、

新たに発足した「さんかく」については殆ど知識

がありませんでした。 

鍛冶さんはまず、「児童発達支援事業・放課後児

童デイサービス」の全国的な取り組みの歴史を詳

細に紹介され、さらに「プライムクラス」から発

展特化した「さんかく」の取り組みを詳細に説明

して下さいました。障がいを持つ児童に対する無

知や誤解や偏見などによって２次的障がいを起こ

してはならないという言葉が胸に響きました。北

海道 YMCA の「プライムクラス」「さんかく」の

必要がなくなり閉鎖される日が一日も早く来るこ

とを祈りました。（p.3 に卓話要旨を機再審したが、

紙面の都合上全国的な動きは割愛し、北海道

YMCA の取り組みのみにさせていただきました。 
 
札幌クラブ２０１６年３月事務会 

日 時：2016 年 3 月 22 日（火）19:00～20:00 

場 所：北海道 YMCA 宗主自室 

参加者：秋葉、佐藤、柴田、中田千、伏木、宮崎 
 

 

 

 

 

京都パレスワイズメンズクラブ 
 

EMC 研修会 
 

2016 年 6 月 18 日★札幌 

 札幌クラブのDBC京都パレスクラブが札幌

で「EMC 研修会」を開きます。西日本区最強

（と言うことは勿論日本最強）と言われる京

都パレスが大挙来札し、パレスの EMC の秘訣

を伝授して下さることになりました。これを

契機に北海道部、牽いては東日本区の活性化

の起爆剤にすることが札幌開催の狙いです。 

 パレスの DBC の熱海クラブ（次次期理事，

現 EMC 事業主任ホストクラブ）、東京グリー

ンクラブからも賛助出演がある予定です。北

海道部４クラブの積極的にご参加下さい。 

記： 

日時：2016 年 6 月 18 日(土)15：00-17:00 

終了後、蝦夷が島式大懇親会が予定されてい

ます。全員ご参加ください。 

（会費：５，０００円） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめは就学前児童だけを対象に午前午後を開所し

ていたが、就学児の利用希望が多く、2012 年 10 月よ

り学童の受け入れも始めた。 

○幼児グループ（児童発達支援）  

・体育あそび ： 

全身運動を 

メインにした 

プログラム 

  （鉄棒、 

マット、跳び 

箱、トランポ 

リン等、 月 

一回 バラン 

スボール）  

 ※ＹＭＣＡ 

ウェルネスス 

タッフと連携・ 

指導、バランスボールインストラクター 

  楽しく身体を動かし、できたこと、挑戦したこと

を一緒に喜び、確認。 

・感覚あそび ：友達や大人との関わりを大切にしなが

ら総合的に発達を支援するプログラム （造形、クッ

キング、リズムあそび、外あそび、） ※マンツーマン

に近い形での支援があるため、普段幼稚園や家庭では

できないことや挑戦できないことに挑戦できる。 

○学童グループ（放課後等デイサービス）  

・ＳＳＴグループ （週ごとに、クッキング、造形、Ｓ

ＳＴなど）  

 ※ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）対人関 

係を中心に、生活する上で必要になる技能である自分 

の考えや気持ち、相手に対する要求などを伝える力を 

ゲームやロールプレイなどを通して学び、対人場面で 

の問題へ対処する力の向上を目指している 

・個別学習支援  ※基本、算数や国語など苦手な教科

の学習、読むことや書くこと、話すことや聞くことな

ど苦手なものを個別に学ぶ 

・水中療育  ※ＹＭＣＡウェルネススタッフと連携・

指導、 ※身体の動かし方だけではなく、その中での

お友達との関わりや目標に向かって頑張ることなど 

○長期休み特別プログラム  ・バランスボール ・生け

花 ・英語 ・リトミック ※ＹＭＣＡに関わって下さっ

ている方を講師に迎えて教えてもらうプログラム・造

形 ・外出 ・個別学習支援 ・外遊び ・流しそうめん  

その他の支援： ・保護者相談 送迎時での日常の相

談、個別支援計画を立てる上での相談、特別に時間を

取っての相談、 

・子育てに関する情報収集や情報提供   ：学校や

他事業所との連携、進学について ・学習会 

課題 ・送迎がない ・中高生に向けたプログラム 

 ・保護者プログラム 

         （編集責任： 中田靖泰） 

 

卓話のページ 札幌ワイズメンズクラブブリテン 2016 年 p.3 

北海道 YMCA で、1995 年に LD 支援プログラム「プ

ライムクラス」をスタートしてから今年で 20 年になり

ます。学習障がい児・者親の会クローバーから、困っ

ている子ども達に学びの場と体験の場をということ

で、キャンプを行ったのが始まりです。当時は、LD、

学習障がい、発達障がいという言葉さえも聞きなれな

いものでした。はじめは少人数だったプライムクラス

も、年々人数は増え、内容もグループ支援からソーシ

ャルスキルトレーニング、個別学習支援と広がってい

きました。スタートしてから、札幌はもとより旭川、

帯広、日高と遠方から YMCA のプログラムに参加する

子どもたちの姿がありました。 

 そのころ、創設者の二宮信一さん（現釧路教育大 

学教授）が「YMCAでこのプログラムをする必要がなく

なることがゴール」と言っていたそうです。「YMCA

に通わなくても、子ども達の住む地域に、子ども達の

居場所と学びの場があり、日常生活を健康に送れるの

であれば、YMCA でこれをやる意義はなくなる。そう

なったらいいよね。」と話していたそうです。 

社会の障がい児受入れ制度の移り変わりにより、発

達障がいのある子ども達が住んでいる家の近くで療育

を受けられるようになってきました。この大きな流れ

の変化によって、プライムクラスの参加人数も徐々に

減ってきました。それを受け、2012年 3月北海道YMCA

でも、平日プライムクラスのプログラムを基に「児童

デイサービスさんかく」を開始しました。 

ＹＭＣＡさんかく 

○さんかくのねがい 

・Spirit（精神）、 Mind（知性）、 Body（身体）の３

つのバランスをとり、一人の人間として健やかに成長

をしていってほしいとの願い 

 ・どのような困難を抱えていても、全人的成長が図ら

れる機会が与えられ、環境が整えられ、一人一人の子

どもや大人が「さんかく（参画）」してほしいとの願い 

○サービス内容  

・個別の特性に応じた課題の設定  

・日常生活の基本的な生活習慣の指導  

・集団生活への適応支援  

・聞く、話すなどのコミ 

ュニケーション能力への支援  

・水泳、体育、創作活動 

など感覚刺激を伴なった 

活動・保護者への相談支 

援及び助言  

 ※通所できる≠不安が 

消える 家庭での子育て 

の困難、障がいの受容、 

将来への不安、他の家族 

の理解、近隣地域の理解、 

家庭の不安定さ（虐待の 

リスク） 

 

 

 

 

 

YMCA スタッフ 

[さんかく]担当 
 

鍛治ひかり 

 

 

http://ameblo.jp/ymca-sankaku


 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂｂ 

２０１６年４月         ＹＭＣＡニュース          担当主事 佐藤 雅一 

 

Y M CA  札幌ワイズメンズクラブ 2016 年 4 月 p.4 

 

 

① ャリティーラン２０１６ 

５月１５日（日）、第２１回北海道ＹＭＣＡインター

ナショナル・チャリティーラン２０１６が行われます。

現在参加チーム 

を募集中です。 

是非お知り合い 

の方にご紹介い 

ただき、参加チー 

ムの募集にご協 

力下さい。 

②ボランティアリーダー募集中 

新年度を迎えボランティアリーダー達も新しい仲間 

を迎える活動を始めています。ボランティアリーダー 

募集のチラシを作成し、大学の入学式をめがけて会場 

前で配布を行っています。 

 札幌には、アウトドアクラブ、サマーキャンプ、チ 

ャイルドケアー、スキースクールなどで多くの学生が 

活動している他に 

も、発達障害の 

子供達を対象と 

したグループ活 

動、障害児水泳 

クラスでは社会 

人・主婦の方も 

沢山活動しています。是非多くの方にご紹介下さい。 

③ベトナムボランティアワークの旅 

 第２１回ベトナムボランティアワークの旅を８月３

日～１３日で行う準備を進めています。昨年２０周年を

迎え、評価と今後の方向性を検討しましたが、ベトナム

ではまだまだ教室が不足しており、特に農村部での教室

建設は地域の子供達 

にとって教育の機会 

と質の向上を図る上 

で重要と考え継続し 

ていくこととなりま 

した。 

４月末から募集を開 

始しますので、多く 

の方にご紹介下さい。 

④全道職員研修会 

 ４月３０日－５月１日の１泊２日で全道の職員が集

まり大雪青少年交流の家で研修会を行います。 

 今回のテーマは「キリスト教理解」、古賀清敬さん（日

本キリスト教会牧師・北星学園大学教授・北海道ＹＭＣ

Ａ国際協力委員）を講師に迎え、基礎理解から、キリス

ト教を身近に感じ日常の業務に生かしていけるよう学

びの時を持ちます。 

⑤新職員紹介 

 ４月から新しい職員が加わりました。 

  ウエルネスセンター 米澤 彩織  吹田 哲朗 

  教育センター    船瀬亜利紗  万里﨑 恵 

  北見        和田 秀文 

  とかち帯広     有働 尚幸 

 
北海道部第２回評議会・次期役員研修会 

日時：４月２３日（土）受付開始 13 時 

場所：東京ドームホテル（中央区大通西８） 

   札幌市中央区大通西８丁目 ℡ 011-261-0111 

会費：８，０００円（登録費＋懇親会費） 

 

 

 

 

ワイズの信条  

１． 自分を愛するように、隣人を愛そう。 

２． 青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう。 

３． 世界的視野をもって、国際親善をはかろう。 

４． 義務を果たしてこそ、 

権利が生ずることを悟ろう。 

５． 会合には出席第一、 

社会には奉仕第一を旨としよう。 
 
 

 

 

 

 

 

第７２回ワイズメンズクラブ国際大会（台湾 台北） 
日時：8 月 3（土）～8 月 7 日（日） 

会場：グランドホテル圓山大飯店 ＆ EXPO DOME 

登録費： 4 月 30 日まで ４５０米ドル 

     4 月 30 日以降 ５００米ドル 

 
 

第１９回東日本区大会（長野市） 
日時：６月４（土）～５日（日） 

会場：長野市若里市民文化ホール メルパルク長野 

登録費： メン   １７、０００円 

     メネット １０，０００円 

申込締切日： ４月１５日 
 

 

 


